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四
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衆
議
院
議
員
田
中
美
智
子
君
提
出
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。
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和
六
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年
二
月
二
十
六
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衆

議

院

議

長 
坂 

田 

道 

太 
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内
閣
総
理
大
臣 

中 

曽 

根 

康 

弘 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
田
中
美
智
子
君
提
出
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

政
府
は
、
ア
フ
リ
カ
の
深
刻
な
食
糧
危
機
を
憂
慮
し
、
従
来
か
ら
、
食
糧
関
係
援
助
を
強
化
す
る
と
と
も
に

ア
フ
リ
カ
支
援
の
必
要
性
を
国
内
外
に
訴
え
る
な
ど
、
飢
餓
救
済
の
た
め
積
極
的
に
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

昭
和
六
十
年
度
政
府
開
発
援
助
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
度
比
十
パ
ー
セ
ン
ト
増
を
確
保
し
て

お
り
、
政
府
は
こ
の
予
算
を
踏
ま
え
、
今
後
と
も
ア
フ
リ
カ
の
食
糧
問
題
解
決
の
た
め
、
食
糧
・
農
業
関
係
援

助
を
始
め
と
す
る
二
国
間
及
び
多
数
国
間
の
協
力
を
行
つ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

昭
和
六
十
年
一
月
三
十
一
日
及
び
二
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
世
界
銀
行
の
「
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
関
す 



三
に
つ
い
て 

我
が
国
と
し
て
は
、
か
か
る
要
請
を
踏
ま
え
、
世
界
銀
行
と
の
協
調
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ

リ
カ
諸
国
向
け
二
国
間
援
助
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
支
援
に
関
す
る
国
際
的
共
同
努
力
の
一
翼

を
担
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。 

政
府
は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
二
十
六
か
国
を
数
え
る
後
発
開
発
途
上
国
に
対
し
、
無
償
援
助
の
重
点
的
配

分
に
努
め
る
等
、
援
助
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
深
刻
な
飢
餓
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
国
々
に
対

し
て
は
、
食
糧
援
助
等
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
る
物
資
の
供
与
、
国
際
機
関
を
通
じ
て
の
協
力
を
含
め
、
今
後
と

も
特
別
の
配
慮
を
払
つ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

る
特
別
会
合
」
に
お
い
て
、
世
界
銀
行
は
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
諸
困
難
解
決
の
た
め
、
各
援
助
国

に
対
し
、
「
ア
フ
リ
カ
特
別
基
金
」
へ
の
拠
出
又
は
二
国
間
援
助
の
増
額
等
に
よ
り
同
地
域
向
け
援
助
の
拡
充
を

図
る
よ
う
要
請
し
た
。 

四 

 



四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

政
府
は
、
南
北
問
題
の
根
底
に
あ
る
相
互
依
存
と
人
道
的
考
慮
を
基
本
理
念
と
し
て
、
開
発
途
上
国
の
経
済

社
会
開
発
に
対
す
る
自
助
努
力
を
支
援
し
、
も
つ
て
民
生
の
安
定
、
福
祉
の
向
上
に
貢
献
す
る
た
め
援
助
を
実

施
し
て
い
る
。
援
助
対
象
国
に
つ
い
て
は
、
相
手
国
の
体
制
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
国
の
開
発
ニ
ー

ズ
、
我
が
国
と
の
全
般
的
関
係
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
我
が
国
独
自
の
立
場
か
ら
選
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。 政

府
と
し
て
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
対
外
債
務
問
題
を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
経
済
社
会

基
盤
が
全
般
的
に
ぜ
い
弱
で
あ
る
こ
と
及
び
公
的
債
務
の
割
合
が
比
較
的
高
い
こ
と
に
配
慮
し
つ
つ
、
債
務
国

た
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
、
我
が
国
を
含
む
債
権
国
、
国
際
機
関
等
関
係
者
の
協
調
に
よ
り
具
体
的
事
例
ご
と
に
適

切
な
解
決
策
を
探
る
と
と
も
に
、
債
務
国
の
経
済
開
発
の
自
助
努
力
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と 

五 

 



六
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

政
府
は
、
今
後
と
も
、
中
長
期
的
観
点
に
立
脚
し
た
ア
フ
リ
カ
向
け
食
糧
・
農
業
関
係
援
助
及
び
経
済
社
会

基
盤
整
備
の
た
め
の
援
助
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
自
助
努
力
が
効
果
的
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
国
際
連
合
等
国
際
機
関
を
も
通
じ
つ
つ
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く
所
存
で
あ
る
。 

現
在
の
ア
フ
リ
カ
の
危
機
的
経
済
情
勢
を
生
ぜ
し
め
た
要
因
は
、
各
種
国
際
機
関
に
よ
る
分
析
に
よ
れ
ば
、

自
然
現
象
の
他
に
、
経
済
社
会
基
盤
の
未
整
備
、
開
発
政
策
及
び
農
業
政
策
上
の
問
題
、
過
度
の
人
口
増
加
等

が
深
く
絡
み
合
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

考
え
て
い
る
。 

し
た
見
解
に
よ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
の
原
因
は
、
干
ば
つ
に
加
え
、
農
業
政
策
上
の
問
題
等
に
あ
る
と
さ 

昭
和
五
十
九
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
理
事
会
に
お
け
る
各
国
の
一
致 

六 

 



九
に
つ
い
て 

八
に
つ
い
て 

れ
て
お
り
、
農
業
関
連
多
国
籍
企
業
に
関
す
る
特
段
の
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
年
の
国
際
連
合

第
三
十
九
回
総
会
で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
「
ア
フ
リ
カ
の
危
機
的
経
済
情
勢
に
関
す
る
宣
言
」
に
お
い
て

も
、
食
糧
自
給
の
た
め
に
各
国
が
総
合
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
農
業

関
連
多
国
籍
企
業
へ
の
言
及
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

か
か
る
認
識
を
踏
ま
え
て
、
政
府
は
、
南
北
双
方
の
利
益
に
合
致
す
る
新
し
い
国
際
経
済
秩
序
に
向
か
つ
て

の
国
際
社
会
の
努
力
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。 

政
府
は
、
新
国
際
経
済
秩
序
樹
立
に
向
け
て
の
開
発
途
上
国
の
要
望
を
十
分
認
識
す
る
と
と
も
に
、
世
界
経

済
全
体
の
相
互
依
存
の
深
ま
り
を
認
識
し
て
い
る
。 

政
府
は
、
従
来
か
ら
、
軍
縮
に
よ
つ
て
生
ず
る
余
力
を
世
界
経
済
の
発
展
の
た
め
に
振
り
向
け
る
こ
と
が
で 

七 

 



十
一
に
つ
い
て 

十
に
つ
い
て 

で
あ
る
。 

き
れ
ば
有
意
義
で
あ
ろ
う
と
の
認
識
を
国
際
会
議
等
で
表
明
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
来
種
々
の
機
会
を

利
用
し
、
緊
急
援
助
は
も
と
よ
り
、
中
長
期
的
観
点
に
立
脚
し
た
ア
フ
リ
カ
向
け
食
糧
・
農
業
関
係
援
助
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
政
府
は
、
今
後
と
も
か
か
る
努
力
を
継
続
し
て
い
く

所
存
で
あ
る
。 

つ
、
「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
に
定
め
る
防
衛
力
の
水
準
に
で
き
る
だ
け
早
期
に
到
達
す
る
た
め
、
必
要
最
小
限
の

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
ア
フ
リ
カ
の
飢
餓
救
済
の
た
め
の
援
助
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
に
つ
い
て
に
お
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ 

昭
和
六
十
年
度
防
衛
関
係
費
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
事
情
の
下
、
他
の
諸
施
策
と
の
調
和
を
図
り
つ 

八 

 



 

九 

食
料
は
、
人
類
の
生
存
に
と
つ
て
最
も
基
礎
的
な
物
資
で
あ
り
、
そ
の
安
定
供
給
の
確
保
は
極
め
て
重
要
な

問
題
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
我
が
国
は
、
国
内
で
生
産
可
能
な
も
の
は
極
力
国
内
生
産
で
賄
う
こ
と
を
基
本
に
、
生
産
性
を

高
め
な
が
ら
、
総
合
的
な
食
料
自
給
力
の
維
持
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
輸
入
に
つ
い
て
は
、
関
係
国
と
の
友
好
関
係
に
留
意
し
つ
つ
、
国
内
に
お
け
る
農
畜
産
物
の
需
給
動

向
等
を
踏
ま
え
、
我
が
国
農
業
の
健
全
な
発
展
と
調
和
の
と
れ
た
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
的
に
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




